
＜高付加価値型農業の実践を行っている事例＞

○高付加価値米の栽培により経営の安定を図る

１．集落協定の概要

市町村･協定名 滋賀県犬上郡多賀町栗栖
いぬかみぐんたがちようく る す

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
7.8 ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 10 ％
67.5万円 共同取組活動 農業生産活動の体制整備 75 ％

90％ 鳥獣害防止対策及び水路、農道等の維持・管理 15 ％（ ）

協定参加者 農業者 20人、栗栖営農組合（構成員 20人）

２．取組に至る経緯

近年、当集落では、サル・シカ・イノシシによる獣害被害が大きな課題となってきた

ことから、平成19・20年度にかけ、獣害対策として、国の補助事業により恒久防護柵を

設置した。

また、効果的な獣害対策を行うには、広域な取組が必要となることから、当集落の防

護柵設置をきっかけに、21年度には、近隣８集落を含めた恒久防護柵の設置事業が行わ

れた。

栗栖地域では、中山間農地を保全するためには、集落ぐるみの活動が重要と考え、水

路・農道の整備・電柵の補修等に集落ぐるみで取り組んでいる。

３．取組の内容
現在、全てのほ場で環境こだわり農業を目指した減農薬減化学肥料栽培を実施してい

る。さらに、紙マルチによる「無農薬コシヒカリ」や「赤米」などの高付加価値米を栽

、 、 、 、 、培し 経営の安定を図るとともに 獣害電気柵の補修 水路 農道等の維持や管理など

集落ぐるみで共同活動を行っている。

紙マルチによる無農薬コシヒカリの作付け 共同作業として畦畔の草刈り



［集落の将来像]
○ 中山間農地を保全するには、何事にも集落ぐるみの活動が不可欠であり、水路・農道の整備や電柵
の補修等に対しても、集落ぐるみの共同作業を将来にわたって定期的に実施していく。また、機械や
施設の共同利用についても一層推進するとともに、環境こだわり農業の取組である高付加価値型農業
を継続し、さらに、遊休農地等を利用した蕎麦などの特産物の栽培も継続していく。

［将来像を実現するための活動目標]
水路や農道等を共同作業で整備すること、機械及び施設を共同利用するなど集落活動としての継続
的取り組みを将来像とした。併せて、環境こだわり米の栽培、遊休農地利用による特産物栽培、農事
組合法人の設立、獣害対策としての電気柵設置、近隣集落との連携を年度毎の目標とした。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田7.8ha 周辺林地の下草刈り 機械農作業の共同化（ ）
（ （ ） 、（約0.5ha、年１回） 共同利用を７ha 90％ 実施

個別対応 目標7.8ha)
個別対応

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路2.3km、年２回 景観作物作付け

清掃、草刈り （景観作物としてクロタ 担い手への農地の集積
・道路2.0km、年２回 草刈り ラリアを約0.2ha作付け） （２haを実施、目標５ha）

共同取組活動 共同取組活動 共同取組活動

農地法面の定期的な点検 加算措置としての取組 高付加価値型農業の実践
（年２回及び随時） （減農薬化学肥料栽培及び紙マ

法人設立加算 ルチの取組を1.1ha実施 目標2.、
（農業生産法人設立） 0ha）

共同取組活動
共同取組活動 共同取組活動

集落外との連携
○ 田植えや刈取作業は、集落外の認定農業者に一部を委託し、耕作放棄地の防止に
努めている。また、近隣集落と共同し、獣害対策にも取り組んでいる。

４．取組による変化と今後の課題等

集落では、農事組合法人が設立できたことにより担い手不足が少し解消された。

また、獣害被害が拡大していることから、近隣集落と連携した取組を継続できるかが

今後の課題となる。

［平成21年度までの主な成果］
○ 18年に立ち上げた「農事組合法人プチファームくるす」が農地の受け手となり得たことで集落農地
の集積が加速した （集落の約50％にあたる4.5ha）。

○ 機械農作業の共同面積（当初7.0ha、目標7.8ha、H21実績7.0ha）
（ 、 、○ 高付加価値米の取組みである減農薬化学肥料栽培及び紙マルチの取組面積 当初0.6ha 目標2.0ha

H21実績1.1 ha）


